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平
成
二
十
七
年
度
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
感
想
文
集 

発
行
に
あ
た
っ
て 

 

さ
わ
や
か
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
青
少
年
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
る
力
」

の
根
幹
と
な
る
『
人
間
力
』（
自
ら
意
欲
的
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
「
自

助
の
力
」
と
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
「
共
助
の
力
」
）

を
、
青
少
年
が
自
ら
育
む
よ
う
支
援
す
る
団
体
で
す
。 

地
域
社
会
の
中
で
行
う
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
（
学
校
教

育
に
お
け
る
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

す
る
学
習
活
動
の
こ
と
。
以
下
、
Ｖ
体
験
学
習
と
い
う
）
は
、
青
少
年
が

『
人
間
力
』
を
育
む
に
最
適
な
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
学
校
や
団
体
に
提
供
し
て
い
ま
す
。 

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
（
以
下
、
ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ

ー
ト
と
い
う
）
」
は
、
児
童
生
徒
の
Ｖ
体
験
学
習
の
き
っ
か
け
（
動
機
付
け
）

や
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
平
成
十
二
年
に
公
益
財
団
法

人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
に
お
い
て
開
発
さ
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
全
国

の
小
中
高
等
学
校
、
団
体
等
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
平
成
二

十
八
年
三
月
現
在
、
一
六
五
校
・
七
団
体
、
四
万
七
千
人
以
上
の
児
童
生

徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
巻
末
参
照
） 

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
想
文
の
募
集
は
、
児
童
、
生
徒
が
ふ
れ
あ

い
パ
ス
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
分
が
取
り
組
ん
だ
Ｖ
体
験
学
習
に

つ
い
て
感
想
文
を
書
い
て
自
ら
の
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
心
の
変
化
や
成
長
、
他
者
と
の
共
助
、
内
に
湧
き
出
る
意
欲
を
認
め
、 

確
認
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
主
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

第
四
回
目
と
な
る
平
成
二
十
七
年
度
は
、
五
二
六
人
の
小
中
高
校
生
の

み
な
さ
ん
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
度
の
選
考
委
員
は
、
昨
年
度
に
引
続
き
、「
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
」

な
ど
の
脚
本
家
で
あ
る
小
山
内
美
江
子
先
生
（
選
考
委
員
長
）
と
三
名
の

方
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
（
１
頁
） 

こ
こ
に
入
賞
者
十
六
名
の
感
想
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
満
十
八
歳
に
な
り
、
満
十
八
歳
の
高
校
生
は

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
地
域
や
社
会
に
関
心
を
持
つ
良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｖ
体
験
学
習
は
、
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
地
域
に
出
て
、
自
ら
地

域
や
社
会
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
学
校
で
の
学
び
と
地
域
社
会
で
の
学
び
と
の
統
合
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
育
む
教
育
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
感
想
文
集
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
Ｖ
体
験
学
習
に
よ

っ
て
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
「
自
助
の
力
」
と
「
共
助
の
力
」
が
大

い
に
育
ま
れ
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
地
域
の
学
校
、
健
全
育
成
団
体
等
に
、
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
学
習
の
実
施
を
働
き
か
け
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
幸
い
に
存
じ

ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
わ
や
か
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

 

有
馬 

正
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1 
 

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
感
想
文 

応
募
総
数
５
２
６
点
（
小
学
校
１
４
校
１
団
体
４
５
４
点
、
中
学
校
８
校
１
団

体
３
８
点
、
高
等
学
校
４
校
３
４
点
） 

◇
受
賞
者
（
同
学
年
の
場
合
五
十
音
順
） 

【
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
大
賞
】
１
名 

福
岡
県
大
牟
田
市
立
駛

は

や

馬め

南
小
学
校  

 
 
 
 

６
年 

牧
野 

紋
奈

あ

や

な

さ
ん 

【
小
学
生
賞
】
７
名 

青
森
県
弘
前
市
岩
木
児
童
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

１
年 

小
山 

柚ゆ

芽め

さ
ん 

千
葉
県
栄
町
立
竜
角
寺
台
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 

２
年 

飯
岡 

真
大

ま

ひ

ろ

さ
ん 

福
島
県
棚
倉

た
な
ぐ
ら

町
立
棚
倉
小
学
校 

 
 

 
 
 
 
 

３
年 

齋
藤 

友ゆ

貴き

さ
ん 

東
京
都
小
平
市
立
学
園
東
小
学
校 

 
 

 
 
 
 

４
年 

嵐 
 
 

雅ま

桜お

さ
ん 

福
岡
県
大
牟
田
市
立
駛
馬
南
小
学
校 

 
 
 
 
 

５
年 

二
神 

聖
し
ょ
う

吾ご

さ
ん 

千
葉
県
栄
町
立
安
食

あ

じ

き

小
学
校 

 
 

 
 

 
 
 
 

６
年 

大
久
保
知ち

香か

さ
ん 

鹿
児
島
県
南
九
州
市
立
中
福
良
小
学
校 

 
 
 
 

６
年 

和
田 

聖
し
ょ
う

麻ま

さ
ん 

【
中
学
生
賞
】
５
名 

福
島
県
棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校 

 
 

 
 
 
 
 

１
年 

沼
田 

南
海

な

み

さ
ん 

東
京
都
品
川
区
立
小
中
一
貫
校
荏
原

え

ば

ら

平
塚
学
園 

 

８
年 

佐
野 

遥
は
る
か

さ
ん 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

２
年 

竹
下 

心
こ
こ
ろ

さ
ん 

千
葉
県
栄
町
立
栄
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
年 

松
本 

理
乃

り

の

さ
ん 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

２
年 

山
口 

恭
佳

き
ょ
う
か

さ
ん

【
高
校
生
賞
】
３
名 

鹿
児
島
県
立
川
辺
高
等
学
校 

 
 

 
 

 
１
年 

道
野 

は
る
か
さ
ん 

横
浜
創
英
高
等
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
年 
鈴
木 

優
花

ゆ

う

か

さ
ん 

東
京
都
立
稔
ヶ
丘
高
等
学
校 

 
 

 
 

 

３
年 

上
久
保
美み

涼す
ず

さ
ん 

 

◇
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
想
文
選
考
委
員 

選
考
委
員
長 

小
山
内 

美
江
子
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・
学
校
を
つ
く
る
会
代
表
、
脚
本
家
）

 

選
考
委
員 

髙
橋 

陽
子
氏
（
公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
理
事
長
） 

平
岩 

国
泰
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
理
事
） 

矢
吹 

正
徳
氏
（
日
本
教
育
新
聞
社
編
集
局
局
長
） 

後
援 

日
本
教
育
新
聞
社 

 

◆
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
参
加
校
リ
ス
ト
（
巻
末
参
照
） 

◎
さ
わ
や
か
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
パ
ス
ポ
ー
ト
参
加
校
及
び
こ
れ
ま
で
の
感
想
文
集
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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R
L 
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t
t
p
:
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児
島
県
南
九
州
市
立
中
福
良
小
学
校 

 
 
 
 

６
年 

和
田 

聖
し
ょ
う

麻ま

さ
ん 

【
中
学
生
賞
】
５
名 

福
島
県
棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校 

 
 

 
 
 
 
 

１
年 

沼
田 

南
海

な

み

さ
ん 

東
京
都
品
川
区
立
小
中
一
貫
校
荏
原

え

ば

ら

平
塚
学
園 

 

８
年 

佐
野 

遥
は
る
か

さ
ん 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

２
年 

竹
下 

心
こ
こ
ろ

さ
ん 

千
葉
県
栄
町
立
栄
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
年 

松
本 

理
乃

り

の

さ
ん 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

２
年 

山
口 

恭
佳

き
ょ
う
か

さ
ん

【
高
校
生
賞
】
３
名 

鹿
児
島
県
立
川
辺
高
等
学
校 

 
 

 
 

 

１
年 

道
野 

は
る
か
さ
ん 

横
浜
創
英
高
等
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
年 

鈴
木 

優
花

ゆ

う

か

さ
ん 

東
京
都
立
稔
ヶ
丘
高
等
学
校 

 
 

 
 

 

３
年 

上
久
保
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さ
ん 

 

◇
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
想
文
選
考
委
員 

選
考
委
員
長 

小
山
内 

美
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子
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
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法
人
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Ｈ
Ｐ
・
学
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を
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代
表
、
脚
本
家
）

 

選
考
委
員 

髙
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陽
子
氏
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公
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人
日
本
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ィ
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ソ
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協
会
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長
） 

平
岩 

国
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
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課
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
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タ
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事
） 

矢
吹 

正
徳
氏
（
日
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教
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編
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あ
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ア
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（
巻
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参
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さ
わ
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か
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少
年
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こ
れ
ま
で
の
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想
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ダ
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る
こ
と
が
で
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p
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/
/
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s
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講
評 

 

◆
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
想
文
選
考
委
員
長 

ふ
れ
あ
い
感
想
文
よ
り 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・
学
校
を
つ
く
る
会
代
表
、 

脚
本
家 

小
山
内 

美
江
子 

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
感
想
文
に
応
募
さ
れ
た
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
、 

そ
の
中
か
ら
第
一
次
予
選
を
通
過
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
た
ち
の
感
想
文

を
拝
読
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

応
募
さ
れ
た
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
最
終
選
考
に
残
っ
た
感
想
文
は
、

「
甲
乙
つ
け
が
た
く
」
と
昔
の
人
も
真
剣
に
な
ら
れ
た
お
気
持
ち
は
、
ま

さ
に
私
た
ち
の
気
持
ち
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
、
今
回

も
そ
の
言
葉
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
最
優
秀
を
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

小
学
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
“
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”
に

関
し
て
は
、
体
験
し
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
は
ど

う
な
の
か
と
自
分
と
向
き
合
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

「
そ
う
で
す
よ
、
そ
れ
が
生
き
て
行
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
よ
」
と
声

を
か
け
た
く
な
る
思
い
を
、
い
つ
も
味
わ
い
ま
し
た
。
応
募
者
の
年
齢
差

は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
優
劣
は
決
ま
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
優
勝
者
は

小
学
六
年
生
で
し
た
。
審
査
の
条
件
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
字
が
大

変
し
っ
か
り
と
し
て
、
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
時
に
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
、
そ
し
て
反
省
な
ど
の
す
べ
て
が
し
っ

か
り
と
し
た
文
字
で
綴
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、
審
査
員
た
ち
の
胸
が
あ
つ

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

牧
野
紋
奈
さ
ん
に
お
目
出
と
う
と
言
う
と
同
時
に
、
最
後
ま
で
優
勝
を

競
い
合
っ
た
皆
さ
ん
に
も
お
目
出
と
う
と
言
う
と
同
時
に
、
お
年
寄
り
へ

の
訪
問
や
、
ハ
ン
デ
の
あ
る
人
へ
の
何
気
な
い
お
手
伝
い
を
試
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
、
そ
の
両
者
に
す
ば
ら
し
い
交
流
が
生
ま
れ
る
と
私
は
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
選
考
委
員 

選
考
を
終
え
て 

公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
教
会
理
事
長 

髙
橋 

陽
子 

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
同
じ
テ
ー
マ
で

作
文
を
書
く
と
い
う
企
画
自
体
、
興
味
深
い
試
み
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
始
め
た
も
の
で
も
な
い
の
に
、
や
っ
て
み
る
と
達

成
感
・
爽
快
感
を
感
じ
た
こ
と
、
一
緒
に
が
ん
ば
っ
た
活
動
や
そ
の
時
の

思
い
を
仲
間
と
共
有
で
き
た
こ
と
、
周
囲
の
大
人
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
寄
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せ
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
た
人
な
ら
誰
し
も
感
じ
る
普
遍
的
な
感
情
の
よ
う
で
す
。
こ
う

し
た
感
情
は
、
次
な
る 

意
志
や
勇
気
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。 

も
っ
と
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
喜

ん
で
も
ら
っ
た
り
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

仲
間
に
呼
び
か
け
よ
う
、
な
ど
で
す
。
そ
の
思
い
と
行
動
が
広
が
り
、
社

会
が
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
に
向
け
て
の
期
待
を
い
く
つ
か
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
や
社
会
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
活
動
で
す
。
そ
れ
ら
を
探
し
出
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
方

法
を
調
べ
た
り
、
道
筋
を
考
え
、
そ
の
こ
と
を
周
囲
の
人
た
ち
に
話
し
た

り
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
る
と
、
様
々
な
反
応
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
思
わ
ぬ
可
能
性
も
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
年
齢
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
学
び
が
あ
り
そ
う
で
す
。
自
分
と
は
違
う
意
見
や
考
え
方
に
も
出
会

う
こ
と
で
、
学
び
も
深
ま
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
誰
に
と
っ
て
も
、

年
齢
を
超
え
て
関
わ
り
仲
間
を
拡
げ
る
こ
と
の
で
き
る
大
事
な
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

  

一
歩
踏
み
出
す
大
切
さ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
理
事 

平
岩 

国
泰 

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
文
を
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で
読
み

ま
し
た
。
初
め
か
ら
や
る
気
満
々
だ
っ
た
子
も
、
最
初
は
気
の
進
ま
な
い

子
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
結
果
的
に
皆
さ
ん
が
非
常
に
貴
重
な
経
験
を
さ

れ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
ま
た
友
達
や
家
族
な
ど
も
誘
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
を
ぜ
ひ
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
皆
さ
ん
が
一
歩
踏
み
出
し
て
、
新
た
な
挑

戦
を
し
た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
大
き
な
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
新
た
な
機
会
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
「
挑
戦
」
を
選
択
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

そ
う
し
て
一
歩
ず
つ
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
を
繰
り
返
す
と
き
っ
と
そ

こ
に
は
学
び
が
あ
り
、
「
や
め
て
お
く
か
…
」
を
選
択
し
続
け
る
こ
と
と

大
き
な
差
が
出
ま
す
。
そ
ん
な
「
一
歩
踏
み
出
す
大
切
さ
」
を
皆
さ
ん
が

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
感
じ
て
く
れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
意
義
あ

る
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
あ
ふ

れ
る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 
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る
大
事
な
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。 
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踏
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切
さ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
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放
課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表
理
事 

平
岩 

国
泰 

皆
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ボ
ラ
ン
テ
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ア
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作
文
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い
気
持
ち
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読
み

ま
し
た
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初
め
か
ら
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る
気
満
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子
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気
の
進
ま
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い

子
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す
が
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果
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に
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ん
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験
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さ
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。
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友
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一
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踏
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す
大
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さ
」
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が
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感
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く
れ
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、
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す
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す
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体
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皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
経
験
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れ
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大
人
に
な
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く
だ
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い
。
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当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 



4 
 

志
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
手
を
つ
な
ご
う 

日
本
教
育
新
聞
社
編
集
局
長 

矢
吹 

正
徳 

 
 
 
 

は
じ
め
は
い
や
だ
っ
た
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
思
っ
た
―
。
こ
ん
な
気

持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
で
も
、

と
て
も
い
い
気
持
ち
に
な
っ
た
、
う
れ
し
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
こ
ん
な

ふ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
、
積
極
的
な
気
持
ち
に
変
わ
る
様
子
が
、
「
ふ

れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
感
想
文
か
ら
、
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。 以

前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
人
、
今
度
初
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
人
と
、
経
験
の
あ
る
・
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
の
気
持
ち
を
見
つ
め
、
他
の
人
と
の
関
わ
り
方
に
気
づ
く
、
「
あ
な

た
」
が
い
ま
し
た
。 

感
想
文
で
の
表
現
の
仕
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
高
校
ま
で
、
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
、
学
ん
で
い
る
こ
と
は
共
通

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
笑
顔
の
大
切
さ
、
人
の
優
し
さ
、
助
け
合
う
こ

と
の
心
地
よ
さ
な
ど
が
た
く
さ
ん
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
は
、
一
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

 

自
分
の
身
の
回
り
を
見
直
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
課
題
な
ど
を
発
見
し
、
自

ら
課
題
解
決
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
率
先
し
て
飛
び
込
ん
で

い
く
。
そ
ん
な
風
な
成
長
の
道
筋
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

全
国
各
地
に
は
、
自
分
た
ち
の
身
の
回
り
や
、
あ
る
い
は
世
界
の
実
情

に
課
題
を
感
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
大
人
た
ち
に
混

じ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
個
人
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

中
学
生
、
高
校
生
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
志
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
も
こ

れ
か
ら
出
会
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

              

5 
 

受
賞
作
品*

児
童
・
生
徒
の
原
文
に
従
っ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。 

 

【
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
大
賞
】 

地
域
の
お
年
寄
り
の
方
と
の
関
わ
り
を
通
し
て 

福
岡
県
大
牟
田
市
立
駛
馬
南
小
学
校
６
年 

牧
野 

紋
奈 

私
た
ち
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
大
牟
田
市
の
高
齢
化
率
が
高
い

こ
と
、
中
で
も
、
駛
馬
南
校
区
が
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
認
知
症
に
対
す
る
対
応
が
挙
が
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
今
の
私
達

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

五
年
生
の
時
に
は
、
校
区
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々

を
訪
問
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
自
身
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
年
を
通
し
て
、
駛
馬
南
小
学
校
全
児
童
で
、
季
節
の
お
便
り
を
出
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
大
変
喜
ば
れ
、
学
校
に
お
礼
の
電
話
や
お
手
紙
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

六
年
生
で
は
、
一
学
期
に
施
設
の
職
員
の
方
と
一
緒
に
、
認
知
症
の
方
々

と
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
か
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
対
応
で
き
る
よ
う

学
習
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
駛
馬
南
校
区
が
、
そ
し
て
、
こ
の
大
牟
田
が
、
も
っ

と
も
っ
と
住
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
、
も
っ
と
も
っ
と
温
か
い
関
わ
り
の
あ

る
町
に
な
る
よ
う
、
十
二
歳
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
数
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

「
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
一
緒
に
行
こ
う
ね
。
」 

と
約
束
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
夢
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
の
身
近
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生

か
し
、
本
当
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
や
さ
し
く
、

ゆ
っ
く
り
と
笑
顔
で
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
た
く
さ
ん
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
の
駛
馬
南
小
学
校
が
、
大
牟
田
が
、
も
っ
と
も
っ
と
温
か

い
関
わ
り
の
あ
る
町
に
な
る
た
め
に
。 
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【
小
学
生
賞
】 

こ
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ 

青
森
県
弘
前
市
岩
木
児
童
セ
ン
タ
ー
１
年 

小
山 

柚
芽 

 
 
 
 
 
 

わ
た
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
ほ
い
く
え
ん
を
ほ
う
も
ん
し
ま

し
た
。 

そ
こ
で
お
お
な
わ
と
び
を
し
ま
し
た
。
せ
が
ち
ょ
っ
と
た
か
い
お
ん
な
の

子
と
し
ま
し
た
。
３
年
せ
い
は
、
と
ば
な
い
で
な
わ
を
ま
わ
し
て
い
ま
し
た
。

お
お
な
わ
と
び
を
２
り
で
う
ま
く
と
べ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
い
く
え

ん
の
こ
ど
も
た
ち
は
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

か
み
し
ば
い
は
６
年
生
は
、
じ
ょ
う
ず
に
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
は
、
お
も
し
ろ
い
か
お
を
し
て
み
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
６
年
生
の
か
み
し
ば
い
を
、
み
て
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
カ
チ
ン
を
し
ま
し
た
。
メ
ッ
カ
チ
ン
は
、
む
か
し
か
ら
あ
っ
た
あ
そ

び
で
、
ビ
ー
だ
ま
を
お
と
す
あ
そ
び
で
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い

あ
そ
び
だ
っ
た
け
ど
、
ビ
ー
だ
ま
を
１
つ
と
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
２
つ
い

じ
ょ
う
と
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
と
れ
る
と
は
お
も
わ
な
か
っ
た

け
ど
、
す
ご
く
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
カ
チ
ン
の
あ
と
に
は
、
て
づ
く
り
の
は
こ
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
ど
も

た
ち
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
土
よ
う
日
に
あ
る
い
て
い
っ
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

か
ら
ま
つ
ち
ほ
い
く
え
ん
ま
で
は
、
と
お
い
け
ど
、
あ
る
き
ま
し
た
。
ひ
さ

し
ぶ
り
に
あ
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ぜ
入
っ
た
か
は
、
い
っ
か
い
や
っ
て
み
た
い
な
と
お

も
っ
た
か
ら
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ほ
い
く
え
ん
で
も
や
っ
て
い
た
け
ど
、

セ
ン
タ
ー
で
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
じ
め
て
し
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
て 

千
葉
県
栄
町
立
竜
角
寺
台
小
学
校
２
年 

飯
岡 

真
大 

ぼ
く
は
、
竜
角
寺
台
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
、
妹
と
い
っ
し
ょ
に
さ
ん

か
し
ま
し
た
。
家
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
近
く
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
公
園
に
、
ゴ
ミ
を

あ
つ
め
ま
す
。 

歩
き
は
じ
め
る
と
す
ぐ
に
、
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
通
っ
て

い
る
道
な
の
に
、
気
を
つ
け
て
見
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
あ
き
カ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
の

み
か
け
の
ジ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
カ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
自
ど
う
は
ん
ば
い
き

の
近
く
に
は
ゴ
ミ
ば
こ
が
あ
る
け
れ
ど
、
歩
き
な
が
ら
の
ん
で
い
て
す
て
て

し
ま
っ
た
の
か
な
と
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
、
ゴ
ミ
ば
こ
を
ふ
や
せ

ば
、
ゴ
ミ
を
す
て
る
人
は
い
な
く
な
る
の
か
な
。
近
く
に
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
ざ
ん
ね
ん
な
気
も
ち
に
な
り
ま
し

た
。 で

も
、
ぼ
く
が
一
ば
ん
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
が

た
く
さ
ん
お
ち
て
い
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
そ
ん
だ
り
、
通
る

道
に
タ
バ
コ
が
お
ち
て
い
る
の
は
、
き
け
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
火
が

つ
い
た
ま
ま
の
タ
バ
コ
を
す
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
火
じ
な
ど
大
へ
ん
な
こ
と
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が
お
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
を
す
う
大
人
の
人
も
マ
ナ
ー
を
ま
も

っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

こ
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
て
、
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
い
た
竜

角
寺
台
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一

人
一
人
が
、
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ば
こ
に
す
て
る
よ
う
に
、
い
し
き
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
竜
角
寺
台
が
き
れ
い
で
、
み
ん
な
が
す
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
、
せ
っ
き
ょ
く
て
き
に
ゴ
ミ

ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
、
い
つ
も
き
れ
い
な
竜
角
寺
台
で
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
考
え
た
こ
と 

福
島
県
棚
倉
町
立
棚
倉
小
学
校
３
年 

齋
藤 

友
貴 

わ
た
し
は
、
休
み
の
日
に
、
お
母
さ
ん
と
家
の
近
く
の
公
園
ま
で
さ
ん
歩

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
に
出
る
と
、
と
て
も
天
気
が
よ
か
っ
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し

な
が
ら
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ぐ
ん
手
を
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
持
っ
て
、
は
り
き
っ
て
出
か
け
て

行
き
ま
し
た
。 

公
園
ま
で
の
道
は
、
広
い
道
路
で
車
が
た
く
さ
ん
通
る
け
ど
、
ゴ
ミ
は
あ

ま
り
落
ち
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
と
グ
リ
コ
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
な

が
ら
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
あ
ま
り
ゴ
ミ
は
落
ち
て
い
な
い
の

か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

公
園
に
着
く
と
、
さ
っ
そ
く
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ
は
落
ち
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
と
ガ
ム
の
つ
つ
み
紙

が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
小
さ
い
ゴ
ミ
だ
か
ら
い
い
や

と
思
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
木
に
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
が
し
ば

ら
れ
て
い
る
の
も
見
つ
け
ま
し
た
。
木
が
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
ほ

ど
い
て
あ
げ
ま
し
た
。 

帰
り
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
近
く
の
道
を
通
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
ざ
り
が
に
が
い
る
そ
っ
こ

う
や
草
む
ら
に
あ
っ
て
、
自
ぜ
ん
が
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

わ
た
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

 

ま
ず
は
、
公
園
や
道
路
に
ゴ
ミ
を
す
て
る
人
が
い
な
く
な
る
と
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
同
じ
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
町
は
き
れ
い
に
な
る

と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
、
と

て
も
い
い
気
持
ち
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
を
見
て
、

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

っ
て
、ち
ょ
っ
と
楽
し
い
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
だ
れ
か
の
た
め
に

何
か
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
だ
れ
か
の
た
め
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。 
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【
小
学
生
賞
】 

こ
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ 

青
森
県
弘
前
市
岩
木
児
童
セ
ン
タ
ー
１
年 

小
山 

柚
芽 

 
 
 
 
 
 

わ
た
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
ほ
い
く
え
ん
を
ほ
う
も
ん
し
ま

し
た
。 

そ
こ
で
お
お
な
わ
と
び
を
し
ま
し
た
。
せ
が
ち
ょ
っ
と
た
か
い
お
ん
な
の

子
と
し
ま
し
た
。
３
年
せ
い
は
、
と
ば
な
い
で
な
わ
を
ま
わ
し
て
い
ま
し
た
。

お
お
な
わ
と
び
を
２
り
で
う
ま
く
と
べ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
い
く
え

ん
の
こ
ど
も
た
ち
は
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

か
み
し
ば
い
は
６
年
生
は
、
じ
ょ
う
ず
に
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
は
、
お
も
し
ろ
い
か
お
を
し
て
み
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
６
年
生
の
か
み
し
ば
い
を
、
み
て
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
カ
チ
ン
を
し
ま
し
た
。
メ
ッ
カ
チ
ン
は
、
む
か
し
か
ら
あ
っ
た
あ
そ

び
で
、
ビ
ー
だ
ま
を
お
と
す
あ
そ
び
で
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い

あ
そ
び
だ
っ
た
け
ど
、
ビ
ー
だ
ま
を
１
つ
と
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
２
つ
い

じ
ょ
う
と
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
と
れ
る
と
は
お
も
わ
な
か
っ
た

け
ど
、
す
ご
く
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
カ
チ
ン
の
あ
と
に
は
、
て
づ
く
り
の
は
こ
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
ど
も

た
ち
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
土
よ
う
日
に
あ
る
い
て
い
っ
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

か
ら
ま
つ
ち
ほ
い
く
え
ん
ま
で
は
、
と
お
い
け
ど
、
あ
る
き
ま
し
た
。
ひ
さ

し
ぶ
り
に
あ
っ
た
子
も
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ぜ
入
っ
た
か
は
、
い
っ
か
い
や
っ
て
み
た
い
な
と
お

も
っ
た
か
ら
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ほ
い
く
え
ん
で
も
や
っ
て
い
た
け
ど
、

セ
ン
タ
ー
で
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
じ
め
て
し
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
て 

千
葉
県
栄
町
立
竜
角
寺
台
小
学
校
２
年 

飯
岡 

真
大 

ぼ
く
は
、
竜
角
寺
台
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
、
妹
と
い
っ
し
ょ
に
さ
ん

か
し
ま
し
た
。
家
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
近
く
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
公
園
に
、
ゴ
ミ
を

あ
つ
め
ま
す
。 

歩
き
は
じ
め
る
と
す
ぐ
に
、
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
通
っ
て

い
る
道
な
の
に
、
気
を
つ
け
て
見
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
あ
き
カ
ン
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
の

み
か
け
の
ジ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
カ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
自
ど
う
は
ん
ば
い
き

の
近
く
に
は
ゴ
ミ
ば
こ
が
あ
る
け
れ
ど
、
歩
き
な
が
ら
の
ん
で
い
て
す
て
て

し
ま
っ
た
の
か
な
と
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
、
ゴ
ミ
ば
こ
を
ふ
や
せ

ば
、
ゴ
ミ
を
す
て
る
人
は
い
な
く
な
る
の
か
な
。
近
く
に
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
ざ
ん
ね
ん
な
気
も
ち
に
な
り
ま
し

た
。 で

も
、
ぼ
く
が
一
ば
ん
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
が

た
く
さ
ん
お
ち
て
い
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
そ
ん
だ
り
、
通
る

道
に
タ
バ
コ
が
お
ち
て
い
る
の
は
、
き
け
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
火
が

つ
い
た
ま
ま
の
タ
バ
コ
を
す
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
火
じ
な
ど
大
へ
ん
な
こ
と
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が
お
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
を
す
う
大
人
の
人
も
マ
ナ
ー
を
ま
も

っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

こ
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
て
、
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
い
た
竜

角
寺
台
に
も
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一

人
一
人
が
、
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ば
こ
に
す
て
る
よ
う
に
、
い
し
き
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
竜
角
寺
台
が
き
れ
い
で
、
み
ん
な
が
す
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
も
、
せ
っ
き
ょ
く
て
き
に
ゴ
ミ

ゼ
ロ
う
ん
ど
う
に
さ
ん
か
し
、
い
つ
も
き
れ
い
な
竜
角
寺
台
で
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
考
え
た
こ
と 

福
島
県
棚
倉
町
立
棚
倉
小
学
校
３
年 

齋
藤 

友
貴 

わ
た
し
は
、
休
み
の
日
に
、
お
母
さ
ん
と
家
の
近
く
の
公
園
ま
で
さ
ん
歩

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
に
出
る
と
、
と
て
も
天
気
が
よ
か
っ
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し

な
が
ら
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ぐ
ん
手
を
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
持
っ
て
、
は
り
き
っ
て
出
か
け
て

行
き
ま
し
た
。 

公
園
ま
で
の
道
は
、
広
い
道
路
で
車
が
た
く
さ
ん
通
る
け
ど
、
ゴ
ミ
は
あ

ま
り
落
ち
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
と
グ
リ
コ
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
な

が
ら
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
あ
ま
り
ゴ
ミ
は
落
ち
て
い
な
い
の

か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

公
園
に
着
く
と
、
さ
っ
そ
く
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ
は
落
ち
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
と
ガ
ム
の
つ
つ
み
紙

が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
小
さ
い
ゴ
ミ
だ
か
ら
い
い
や

と
思
っ
て
い
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
木
に
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
が
し
ば

ら
れ
て
い
る
の
も
見
つ
け
ま
し
た
。
木
が
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
ほ

ど
い
て
あ
げ
ま
し
た
。 

帰
り
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
近
く
の
道
を
通
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
ざ
り
が
に
が
い
る
そ
っ
こ

う
や
草
む
ら
に
あ
っ
て
、
自
ぜ
ん
が
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

わ
た
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

 

ま
ず
は
、
公
園
や
道
路
に
ゴ
ミ
を
す
て
る
人
が
い
な
く
な
る
と
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
同
じ
気
持
ち
に
な
れ
ば
、
町
は
き
れ
い
に
な
る

と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
、
と

て
も
い
い
気
持
ち
な
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
を
見
て
、

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

っ
て
、ち
ょ
っ
と
楽
し
い
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
だ
れ
か
の
た
め
に

何
か
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
だ
れ
か
の
た
め
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。 



8 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
せ
い
ち
ょ
う
し
た
私 

東
京
都
小
平
市
立
学
園
東
小
学
校
４
年 

嵐 

雅
桜 

私
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た
な
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は
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ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
体
験
と
、
点
字
体
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で
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ま
ず
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
体
験
の
説
明
か
ら
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
は
、

目
が
悪
い
人
の
か
わ
り
に
、
行
き
た
い
場
所
へ
、
つ
れ
て
い
っ
て
あ
げ
る
人

で
す
。
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は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
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や
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る
と
、
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が
悪
い
人
は
、
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だ
ん
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、
だ
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ど
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に
あ
る
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
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る
か
、
わ
か
ら

な
い
の
で
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
人
が
「
こ
こ
に
だ
ん
さ
が
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り
ま
す
。
」
な

ど
い
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
せ
ま
い
道
の
時
は
、
手
を
う
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ろ
に
く
み
、

目
が
悪
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う
し
ろ
に
く
ん
だ
う
で
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所
を
つ
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み
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す
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ル
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を
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っ
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ょ
う
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た
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と
は
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目
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悪
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人
が
い
た
ら
、
手
つ

だ
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
の
が
せ
い
ち
ょ
う
し
た
と
思
い
ま
し
た
。 

次
に
、
目
が
悪
い
人
に
な
っ
て
み
ま
し
た
。
最
初
こ
わ
く
て
や
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
か
い
だ
ん
は
、
ふ
み
は
ず
し
そ
う
で
こ
わ
く
て
、
だ
ん
さ
は
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ろ
び
そ
う
で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
目
が
悪
い
人
に
な
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て
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、
せ
い
ち

ょ
う
し
た
と
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は
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自
分
だ
け
に
た
よ
る
ん
じ
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な
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、
相
手
に

も
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よ
っ
て
い
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ん
だ
と
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っ
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の
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は
点
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験
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て
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こ
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は
、
強

く
う
ち
す
ぎ
る
と
、
や
ぶ
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て
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う
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と
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。
最
初
や
っ
て
み
る
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、

強
く
う
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す
ぎ
て
や
ぶ
い
て
し
ま
い
ま
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た
。
こ
の
体
験
で
思
っ
た
こ
と
は
、

目
の
悪
い
人
は
、
こ
ん
な
む
ず
か
し
い
も
の
を
よ
ん
で
い
る
ん
だ
と
か
ん
し

ん
し
た
こ
と
が
せ
い
ち
ょ
う
し
た
と
、
お
も
い
ま
し
た
。 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
一
番
せ
い
ち
ょ
う
し
た
こ
と
は
、
人
を
思
い

や
る
気
も
ち
で
す
。
こ
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ぜ
っ
た
い
に
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
、
お
礼
を
い
い
た
い
と
も
、
思
い
ま
し
た
。

 

 

高
れ
い
者
訪
問
を
通
し
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福
岡
県
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牟
田
市
立
駛
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南
小
学
校
５
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二
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吾 

ぼ
く
た
ち
五
年
生
は
、
九
月
に
高
れ
い
者
訪
問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
高
れ
い
者
訪
問
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
が
四
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
前
向
き
な
気
持
ち
や
、
明
る
い
性
格
、
そ
し
て
笑
顔
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
高
れ
い
者
の
方
々
は
、
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る
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前
向
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に
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く
だ
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っ
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、
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て
も
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、
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を
打
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だ
さ
っ
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り
し
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の
で
ぼ
く
は
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「
楽
し
い
な
、
来
て
良
か
っ
た
な
。
」 

と
思
い
ま
し
た
。
話
は
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の
感
情
を
動
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す
、
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な
コ
ミ
ュ
ニ
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ー
シ
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だ
と
分
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す
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さ
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っ
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が
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で
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も
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。
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の
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。
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と
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の
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目
は
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て
ほ
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い
な
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と
い
う
気
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ち
で
す
。
高
れ

い
者
の
方
々
は
毎
日
笑
顔
で
と
っ
て
も

心
の
広
い
方
が
多
い
ん
だ
な
と
一
番
感

じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
て
も
そ
ん
け
い
で

き
る
高
れ
い
者
の
方
々
に
は
ず
っ
と
ず

っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

高
れ
い
者
訪
問
を
し
て
勉
強
も
ス
ポ

ー
ツ
も
あ
い
さ
つ
も
が
ん
ば
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
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た
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こ
の
き
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ょ
う
な
経
験
の
お
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げ
で

ぼ
く
は
、
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じ
い
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ゃ
ん
や
お
ば
あ
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ゃ

ん
そ
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て
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り
の
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に
や
さ
し
い
気
持
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い
と
思
う
よ
う
に
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り
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お
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テ
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ア 

千
葉
県
栄
町
立
安
食
小
学
校
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大
久
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
は
、
一
つ
の
お
店
を

営
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
お
店
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
「
二
区
の
祭
り
」
の
休
け

い
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
み
こ
し
を
か
つ
い
で
来
た
人
や
、
だ

し
を
引
い
て
き
た
人
達
に
、
お
菓
子
や
飲
み
物
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
配

っ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
、
お
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
当
日
は
お
店
も
い
そ

が
し
い
の
で
そ
の
お
手
伝
い
を
ほ
ぼ
毎
年
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
お
手
伝
い
が
ど
ん
な
お
手
伝
い
か
と
言
う
と
、
ま
ず
、
大
き
な
氷
と
水
を

大
き
な
お
け
に
入
れ
ま
す
。
そ
の
お
け
に
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
入
れ
て
冷

や
し
、
そ
の
お
け
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
冷
た
い
タ
オ
ル

は
お
ぼ
ん
に
並
べ
て
運
び
、
お
菓
子
も
か
ご
に
入
れ
て
か
ら
運
び
ま
す
。
こ

こ
ま
で
が
準
備
で
す
。
そ
し
て
、
お
み
こ
し
や
だ
し
が
来
る
と
、
準
備
し
て

お
い
た
物
を
配
り
、
同
時
に
片
づ
け
も
し
ま
す
。
こ
れ
で
お
手
伝
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は
終
わ

り
で
す
。 
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も
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の
お
手
伝
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。
小
学
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生
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続

け
る
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と
が
で
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た
。
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、
こ
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ら
中
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な
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ば
、
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が
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っ
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う
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で
の
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を
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返
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て
み
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そ
し
て
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
分

か
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
人
の
役
に
立
て
た
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

配
っ
た
飲
み
物
な
ど
に
よ
っ
て
お
祭
り
に
参
加
し
た
人
達
の
暑
さ
を
や
わ

ら
げ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
お
手
伝
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
も
少
し
楽
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
自

分
自
身
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
で
す
。
い
そ
が
し
い
中
で
働
い

て
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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並
べ
て
運
び
、
お
菓
子
も
か
ご
に
入
れ
て
か
ら
運
び
ま
す
。
こ

こ
ま
で
が
準
備
で
す
。
そ
し
て
、
お
み
こ
し
や
だ
し
が
来
る
と
、
準
備
し
て

お
い
た
物
を
配
り
、
同
時
に
片
づ
け
も
し
ま
す
。
こ
れ
で
お
手
伝
い
は
終
わ

り
で
す
。 

今
年
も
こ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
数
年
間
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
中
学
生
に
な
れ
ば
、
部
活
な

ど
が
あ
り
、
い
そ
が
し
く
な
っ
て
、
こ
の
お
手
伝
い
が
で
き
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思
い
今
ま
で
の
「
お
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
ふ
り
返

っ
て
み
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
分

か
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
人
の
役
に
立
て
た
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

配
っ
た
飲
み
物
な
ど
に
よ
っ
て
お
祭
り
に
参
加
し
た
人
達
の
暑
さ
を
や
わ

ら
げ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
お
手
伝
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
も
少
し
楽
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
自

分
自
身
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
で
す
。
い
そ
が
し
い
中
で
働
い

て
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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顔
あ
ふ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

鹿
児
島
県
南
九
州
市
立
中
福
良
小
学
校
６
年 

和
田 

聖
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「
よ
し
、
も
っ
と
も
っ
と
き
れ
い
に
す
る
ぞ
。
」 

こ
の
言
葉
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
ぼ
く
た
ち
は

白
石
神
社
の
は
き
そ
う
じ
。
周
り
を
見
れ
ば
落
ち
葉
や
木
の
枝
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
今
か
ら
こ
の
神
社
を
き
れ
い
に
し
て
、
気
持
ち
よ
く
し
て
や
る
ん
だ
と

思
う
と
、
や
る
気
が
出
て
く
る
。
去
年
も
こ
の
神
社
を
き
れ
い
に
し
た
。
去

年
は
ど
の
よ
う
に
そ
う
じ
を
し
た
の
か
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
取
組
む
。
そ
う
思
っ
て
い
る
と
自
然
に
体
が
動
く
の
が
分
か

っ
た
。
あ
あ
そ
う
い
え
ば
、
あ
ま
り
進
ん
で
で
き
な
か
っ
た
な
、
余
計
な
話

を
し
た
り
、
つ
か
れ
た
な
ど
言
っ
た
り
し
て
い
た
こ 

と
を
思
い
出
し
た
。
し
か
し
今
年
は
違
う
ぞ
と
思
い
な
が
ら
、
は
き
そ
う
じ

を
始
め
た
。 

や
っ
て
い
く
途
中
、
神
社
が
だ
ん
だ
ん
と
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
。
ぼ
く

た
ち
の
顔
も
笑
顔
に
な
る
。
神
社
も
笑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
あ
ん
な
に
落
ち

葉
が
落
ち
て
い
た
の
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。 

「
や
っ
た
ね
。
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。
」 

「
す
っ
き
り
し
た
あ
。
」 

こ
の
言
葉
を
待
っ
て
い
た
。
何
と
も
言
え
な
い
心
地
よ
さ
と
と
も
に
、
最

高
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
た
。
体
を
動
か
し
て
何
か
を
す
る
こ
と
で
体
は
つ
か
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
心
は
反
対
に
す
っ
き
り
と
し
た
い
い
気
持
ち
に
な
る
。

こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
だ
ろ
う
。 

テ
レ
ビ
で
は
、
地
震
の
が
れ
き
の
中
を
そ
う
さ
く
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の

人
が
働
い
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
必
死
で
だ
れ
か
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
相
手
を
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

世
界
中
の
人
が
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す

る
と
も
っ
と
い
い
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ほ
ん
の
少
し
の
思

い
や
り
を
み
ん
な
が
も
つ
こ
と
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
世
界
に
な
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
が
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。 
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【
中
学
生
賞
】 

私
の
成
長 

福
島
県
棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校
１
年 

沼
田 

南
海 

私
は
、
今
年
初
め
て
本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。
そ
の
中

で
私
の
成
長
は
、
積
極
的
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
う
よ
う
に
な
っ
た
。
私

が
今
ま
で
に
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
①
公
園
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
②

寿
恵
園
で
の
お
仕
事
体
験
③
町
内
の
ゴ
ミ
拾
い
④
小
学
生
の
引
率
、
こ
の
４

つ
だ
。
ど
れ
も
と
て
も
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
っ
た
。 

私
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
小
学
生
の
こ
ろ
は
こ
の
言
葉
が
き
ら
い

だ
っ
た
。 

し
か
し
、
中
学
生
に
入
っ
た
す
ぐ
の
こ
ろ
、
床
に
ゴ
ミ
が
捨
て

て
あ
る
の
に
、
み
ん
な
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
。 

私
は
「
先
生
や
親
が
見
て
い
る
か
ら
」
と
言
う
理
由
で
は
な
く
、
自
分

か
ら
進
ん
で
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
こ
の
と
き
い
ら
い
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

こ
の
言
葉
が
好
き
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
学
生
や
高
校
生
が
町
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
「
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
入
っ
た
。

同
級
生
は
一
人
も
い
な
い
中
で
、
先
輩
達
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。

私
が
「
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
入
っ
た
理
由
は
、
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
手
伝
い
た
い
、
ま
た
、
将
来
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
つ
、

こ
の
よ
う
な
理
由
だ
。 

私
は
、
今
ま
で
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ

た
活
動
は
、
寿
恵
園
で
の
お
仕
事
体
験
だ
。
午
前
中
は
、
窓
ふ
き
や
、
ゴ
ミ

は
き
な
ど
、
掃
除
を
主
に
や
っ
た
。
午
後
は
、
寿
恵
園
の
方
た
ち
と
折
り
紙

を
や
っ
た
り
、
ぬ
り
絵
や
、
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
な
ど
を
や
っ
た
り
し
た
。
午

後
は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
最
後
は
、
あ
る
夫
婦
が
見
送
り
を

し
て
く
れ
た
の
だ
。
私
は
帰
る
の
が
一
番
最
後
だ
っ
た
が
私
が
帰
る
ま
で
ず

っ
と
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
。
私
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
そ
の
と
き
に
「
や
っ
ぱ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
。
」
と
思
っ
た
。 

少
し
め
ん
ど
く
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
る
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
と
思
っ
た
。
私
は
、
今
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や

る
と
き
は
、
友
達
も
さ
そ
っ
て
や
り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
く
。 

 

私
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

東
京
都
品
川
区
立
荏
原
平
塚
学
園
８
年 

佐
野 

遥 

私
は
、
生
徒
会
長
と
し
て
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

生
徒
会
で
は
、
地
域
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
会
っ
た
地
域
の
方

に
、
「
若
い
子
が
や
っ
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
が
地
域
の
役
に
立
て
た
と
分
か
り
、
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
清
掃
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
人
と
交
流
が
で
き
た
の
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
地
域
清
掃
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
の
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
私
は
、
生
徒
会
活
動
に

も
っ
と
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。 
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の
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い
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小
学
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い
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、
中
学
生
に
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す
ぐ
の
こ
ろ
、
床
に
ゴ
ミ
が
捨
て

て
あ
る
の
に
、
み
ん
な
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
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私
は
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先
生
や
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が
見
て
い
る
か
ら
」
と
言
う
理
由
で
は
な
く
、
自
分

か
ら
進
ん
で
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
こ
の
と
き
い
ら
い
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

こ
の
言
葉
が
好
き
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
学
生
や
高
校
生
が
町
内
の

ボ
ラ
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テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
「
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
入
っ
た
。

同
級
生
は
一
人
も
い
な
い
中
で
、
先
輩
達
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。

私
が
「
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
入
っ
た
理
由
は
、
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
手
伝
い
た
い
、
ま
た
、
将
来
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
つ
、

こ
の
よ
う
な
理
由
だ
。 

私
は
、
今
ま
で
体
験
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ

た
活
動
は
、
寿
恵
園
で
の
お
仕
事
体
験
だ
。
午
前
中
は
、
窓
ふ
き
や
、
ゴ
ミ

は
き
な
ど
、
掃
除
を
主
に
や
っ
た
。
午
後
は
、
寿
恵
園
の
方
た
ち
と
折
り
紙

を
や
っ
た
り
、
ぬ
り
絵
や
、
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
な
ど
を
や
っ
た
り
し
た
。
午

後
は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。
最
後
は
、
あ
る
夫
婦
が
見
送
り
を

し
て
く
れ
た
の
だ
。
私
は
帰
る
の
が
一
番
最
後
だ
っ
た
が
私
が
帰
る
ま
で
ず

っ
と
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
。
私
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
そ
の
と
き
に
「
や
っ
ぱ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
。
」
と
思
っ
た
。 

少
し
め
ん
ど
く
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
る
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
と
思
っ
た
。
私
は
、
今
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や

る
と
き
は
、
友
達
も
さ
そ
っ
て
や
り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
く
。 

 

私
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

東
京
都
品
川
区
立
荏
原
平
塚
学
園
８
年 

佐
野 

遥 

私
は
、
生
徒
会
長
と
し
て
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

生
徒
会
で
は
、
地
域
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
会
っ
た
地
域
の
方

に
、
「
若
い
子
が
や
っ
て
く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
が
地
域
の
役
に
立
て
た
と
分
か
り
、
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
清
掃
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
人
と
交
流
が
で
き
た
の
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
地
域
清
掃
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
の
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
私
は
、
生
徒
会
活
動
に

も
っ
と
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
主
に
二
つ
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

夏
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
私
は
、
お
化
け
屋
敷
の
準
備
と
当
日
の
お

化
け
役
を
や
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
前
に
比
べ
、

裏
方
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
う
し
た
ら
怖

さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
大
変
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
何
を
す
る
に
も
裏
で
働
い
て
く

れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
と
、
あ
り
が
た
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
朝
の
快
晴
の
中
や
る
ラ

ジ
オ
体
操
は
、
と
て
も
気
持
ち
が
良
く
、
朝

で
あ
る
こ
と
を
体
か
ら
感
じ
ら
れ
非
常
に 

 

良
か
っ
た
で
す
。
来
年
度
も
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自

分
の
為
、
人
の
為
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
来

年
度
も
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
み
、
生
徒
会
と
し
て
児
童
・
生
徒
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
考
え
て
い
き
ま
す
。 

  

心
を
つ
な
ぐ
掃
除 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校
２
年 

竹
下 

心 

掃
除
が
終
わ
っ
た
後
に
、
き
れ
い
に
な
っ
た
自
転
車
置
き
場
を
見
渡
し
、

胸
の
中
に
広
が
っ
た
達
成
感
と
充
実
感
。
今
で
も
、
は
っ
き
り
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

湯
田
中
学
校
で
は
、
年
に
二
回
、
Ｖ
Ｓ
活
動
と
い
う
湯
田
地
区
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｓ
と
はV

o
l
u
n
t
a
r
y 
S
e
r
v
i
c
e

の
略
で
、
そ
の
名

の
通
り
生
徒
が
自
発
的
に
行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。
そ
ん
な
Ｖ
Ｓ
活
動
も
昨

年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
、
湯
田
中
の
伝
統
的
な
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

昨
年
の
十
一
月
に
行
わ
れ
た
Ｖ
Ｓ
活
動
で
、
私
は
駅
の
自
転
車
置
き
場
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
掃
除
を
始
め
る
前
に
駅
を
利
用
し
て
い
る
年
配
の
ご

婦
人
か
ら
、 

「
あ
り
が
と
う
ね
。
」 

と
満
面
の
笑
み
で
言
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
出
来
事
は
、
私
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
掃
除
が
こ
の
笑
顔

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
心
が
ぽ
か
ぽ
か
と
温
か
く
な
り
、

掃
除
を
一
生
懸
命
し
よ
う
と
思
え
ま
し
た
。
掃
除
の
予
定
時
間
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
、
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
も
の
で
し

た
。
最
後
に
、
自
転
車
置
き
場
を
振
り
返
り
、
胸
に
広
が
っ
た
達
成
感
と
充

実
感
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
掃
除
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
変
わ
っ
た
の
は
、
私
の
掃
除
に
対
す
る
考
え
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方
で
す
。
掃
除
と
は
、
も
の
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
心

ま
で
美
し
く
温
か
く
し
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
人
と
人
の
心
を

つ
な
ぎ
、
そ
の
人
の
顔
に
笑
み
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
掃
除
を
実

際
に
す
る
こ
と
で
知
っ
た
、
こ
の
感
動
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
糧
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て 

千
葉
県
栄
町
立
栄
中
学
校
２
年 

松
本 

理
乃 

私
は
中
学
一
年
生
の
頃
か
ら
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。 

二
年
生
に
な
り
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

の
募
金
を
集
め
る
こ
と
、
「
ユ
ニ
セ
フ
」
の
募
金
を
集
め
る
た
め
全
校
に
見

せ
る
資
料
作
り
で
す
。 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、
地
域
の
方
が
よ
く
つ
か
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
に
行
き
、
多
く
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
と
て
も
多
く
の
方
々
が
募
金
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
た

く
さ
ん
の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
で
、
学
校
で
も

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
次
に
行
っ
た
の
が
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料
作
り
で
す
。
こ
こ
で
は
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
時
に
、
学
校
で
は
あ
ま
り
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
点
を
改
善
す
る
た
め
に
「
ど
う
す
れ
ば
ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
資
料
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ユ
ニ
セ
フ
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

か
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ま
と
め
た
結
果
、
赤
い
羽
根

募
金
よ
り
も
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
二
つ
の
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
赤
い
羽
根
募
金
で
は
地
域
の
方
と
ふ

れ
あ
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
募
金
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
心
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
心
も
温
か
く
し
て
く
れ
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

次
に
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料
作
り
で
は
、
全
校
生
徒
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
自
身
も
ユ
ニ
セ
フ
と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
募
金
を
す
る
の
か
、
な
ど

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
以
上
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

人
の
役
に
立
ち
、
自
分
の
心
も
温
か
く
な
り
、
そ
し
て
皆
が
笑
顔
に
な
れ

る
、
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 

Ｖ
Ｓ
活
動
を
通
し
て
得
た
も
の 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校
２
年 

山
口 

恭
佳 

湯
田
中
学
校
で
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
湯
田
の
町
を
き
れ
い
に
す
る
Ｖ
Ｓ

活
動
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
普
段
自
分
達
が
使
う
通
学
路
や
湯
田

の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
足
湯
を
掃
除
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
町
を
自

分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

私
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
湯
田
の
町
も
自
分
の
心
も
き
れ
い
に
す
る
こ



12 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
主
に
二
つ
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

夏
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
私
は
、
お
化
け
屋
敷
の
準
備
と
当
日
の
お

化
け
役
を
や
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
前
に
比
べ
、

裏
方
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
う
し
た
ら
怖

さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
大
変
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
何
を
す
る
に
も
裏
で
働
い
て
く

れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
と
、
あ
り
が
た
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
朝
の
快
晴
の
中
や
る
ラ

ジ
オ
体
操
は
、
と
て
も
気
持
ち
が
良
く
、
朝

で
あ
る
こ
と
を
体
か
ら
感
じ
ら
れ
非
常
に 

 

良
か
っ
た
で
す
。
来
年
度
も
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自

分
の
為
、
人
の
為
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
来

年
度
も
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
み
、
生
徒
会
と
し
て
児
童
・
生
徒
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
考
え
て
い
き
ま
す
。 

  

心
を
つ
な
ぐ
掃
除 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校
２
年 

竹
下 

心 

掃
除
が
終
わ
っ
た
後
に
、
き
れ
い
に
な
っ
た
自
転
車
置
き
場
を
見
渡
し
、

胸
の
中
に
広
が
っ
た
達
成
感
と
充
実
感
。
今
で
も
、
は
っ
き
り
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

湯
田
中
学
校
で
は
、
年
に
二
回
、
Ｖ
Ｓ
活
動
と
い
う
湯
田
地
区
の
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｓ
と
はV

o
l
u
n
t
a
r
y 
S
e
r
v
i
c
e

の
略
で
、
そ
の
名

の
通
り
生
徒
が
自
発
的
に
行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。
そ
ん
な
Ｖ
Ｓ
活
動
も
昨

年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
、
湯
田
中
の
伝
統
的
な
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

昨
年
の
十
一
月
に
行
わ
れ
た
Ｖ
Ｓ
活
動
で
、
私
は
駅
の
自
転
車
置
き
場
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
掃
除
を
始
め
る
前
に
駅
を
利
用
し
て
い
る
年
配
の
ご

婦
人
か
ら
、 

「
あ
り
が
と
う
ね
。
」 

と
満
面
の
笑
み
で
言
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
出
来
事
は
、
私
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
掃
除
が
こ
の
笑
顔

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
心
が
ぽ
か
ぽ
か
と
温
か
く
な
り
、

掃
除
を
一
生
懸
命
し
よ
う
と
思
え
ま
し
た
。
掃
除
の
予
定
時
間
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
、
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
も
の
で
し

た
。
最
後
に
、
自
転
車
置
き
場
を
振
り
返
り
、
胸
に
広
が
っ
た
達
成
感
と
充

実
感
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
掃
除
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
変
わ
っ
た
の
は
、
私
の
掃
除
に
対
す
る
考
え
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方
で
す
。
掃
除
と
は
、
も
の
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
心

ま
で
美
し
く
温
か
く
し
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
人
と
人
の
心
を

つ
な
ぎ
、
そ
の
人
の
顔
に
笑
み
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
掃
除
を
実

際
に
す
る
こ
と
で
知
っ
た
、
こ
の
感
動
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
糧
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て 

千
葉
県
栄
町
立
栄
中
学
校
２
年 

松
本 

理
乃 

私
は
中
学
一
年
生
の
頃
か
ら
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。 

二
年
生
に
な
り
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

の
募
金
を
集
め
る
こ
と
、
「
ユ
ニ
セ
フ
」
の
募
金
を
集
め
る
た
め
全
校
に
見

せ
る
資
料
作
り
で
す
。 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、
地
域
の
方
が
よ
く
つ
か
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
に
行
き
、
多
く
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
と
て
も
多
く
の
方
々
が
募
金
活
動
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
た

く
さ
ん
の
募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
で
、
学
校
で
も

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
次
に
行
っ
た
の
が
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料
作
り
で
す
。
こ
こ
で
は
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
時
に
、
学
校
で
は
あ
ま
り
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
点
を
改
善
す
る
た
め
に
「
ど
う
す
れ
ば
ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
資
料
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ユ
ニ
セ
フ
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

か
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ま
と
め
た
結
果
、
赤
い
羽
根

募
金
よ
り
も
多
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
二
つ
の
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
赤
い
羽
根
募
金
で
は
地
域
の
方
と
ふ

れ
あ
い
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
募
金
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
心
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
心
も
温
か
く
し
て
く
れ
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

次
に
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料
作
り
で
は
、
全
校
生
徒
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
自
身
も
ユ
ニ
セ
フ
と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
募
金
を
す
る
の
か
、
な
ど

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
以
上
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

人
の
役
に
立
ち
、
自
分
の
心
も
温
か
く
な
り
、
そ
し
て
皆
が
笑
顔
に
な
れ

る
、
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 

Ｖ
Ｓ
活
動
を
通
し
て
得
た
も
の 

山
口
県
山
口
市
立
湯
田
中
学
校
２
年 

山
口 

恭
佳 

湯
田
中
学
校
で
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
湯
田
の
町
を
き
れ
い
に
す
る
Ｖ
Ｓ

活
動
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
普
段
自
分
達
が
使
う
通
学
路
や
湯
田

の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
足
湯
を
掃
除
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
町
を
自

分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

私
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
湯
田
の
町
も
自
分
の
心
も
き
れ
い
に
す
る
こ
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と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
汚
れ
て
い
た
所
を
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な

っ
た
の
を
見
る
と
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
な
と
感
じ
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
た
ち
が
き
れ
い
に
し
た
こ
と
で
地
域
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
使
う

こ
と
が
で
き
笑
顔
も
生
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
の
笑
顔
で
私
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私
は
Ｖ
Ｓ
活
動
を
通
し
て
う
れ
し
さ
や
笑
顔

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
掃
除
を
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
こ
の
Ｖ
Ｓ
活
動
で
は
、
掃
除
を
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
も
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
湯
田
温
泉
駅
を
掃
除
し
ま
し

た
。
湯
田
温
泉
駅
は
湯
田
の
門
と
も
い
え
る
場
所
で
た
く
さ
ん
人
が
降
り
る

所
で
す
。
私
が
掃
除
し
て
い
る
と
き
も
た
く
さ
ん
帰
宅
す
る
人
が
降
り
て
き

て
い
ま
し
た
。
気
持
ち
よ
く
湯
田
に
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
い
っ
そ
う
努
力
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
降
り
て
き
た
一
人
一
人
に
挨
拶
す
る
こ
と
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
挨
拶
す
る
と
た
く
さ
ん
の
人
が
返
し
て
く
れ
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
や
挨
拶
は
、
私
た
ち
の
は
げ

み
と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。 

私
は
こ
の
Ｖ
Ｓ
活
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気
づ
き
、
や
っ
た
後
の
感

動
と
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
湯
田
の
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て

い
こ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
が
普
段
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
発
見
し
、
自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
Ｖ
Ｓ
活
動
を
続
け
、
自
分
た
ち
で
湯
田
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
。 

 

【
高
校
生
賞
】 

普
段
体
験
で
き
な
い
こ
と 

鹿
児
島
県
立
川
辺
高
等
学
校
１
年 

道
野 

は
る
か 

私
は
、
今
月
、
川
辺
の
寿
光
園
と
い
う
老
人
保
健
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
き
ま
し
た
。 

最
初
、
一
年
生
と
二
年
生
と
違
う
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
活
動
内

容
は
、
施
設
に
週
二
回
、
通
わ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
と
、
話
を
す
る
こ
と
で

し
た
。 

私
は
最
初
、
な
に
を
話
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
戸
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
と
頭
の
中
に
、
将
来
の
こ
と
が
浮
か
び
ま
し
た
。
「
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
こ
ん
な
場
面
が
毎
日
だ
よ
な
。
積
極
的
に
話
さ
な
い
と
、
将
来
、

お
ど
お
ど
し
た
看
護
師
に
な
っ
て
し
ま
う
な
。
」
と
。 

そ
う
思
っ
た
私
は
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
と
り
は
じ
め
ま

し
た
。
や
は
り
、
第
一
声
目
は
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
、
徐
々
に
、
う
ち
と

け
る
こ
と
が
で
き
て
、
お
年
寄
り
の
方
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
色
塗
り
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
が

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
気
持
ち
を
考
え

て
、
色
塗
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。 

「
自
分
で
で
き
る
か
ら
、
手
を
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
」
と
、
思
う
人
や
、

「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
、
思
っ
て
い
る
お
年
寄
り
は
様
々
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
、
お
年
寄
り
の
気
持
ち
を
悪
く
さ
せ
な
い
か
。
そ
れ
は
、

や
っ
ぱ
り
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
勇
気
を
出
し
て

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
も
お
年
寄
り
も
、
い
い
気
持
ち
で
活
動
す
る
こ
と
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が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
高
校
の
校
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
の
中
に
川
辺
高
校
出
身
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
そ
の
方
々
も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
い
ま
し

か
で
き
な
い
体
験
な
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。 

 繋
ぐ
笑
顔 

横
浜
創
英
高
等
学
校
２
年 

鈴
木 

優
花 

私
の
夢
は
社
会
福
祉
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
夢
に
少
し
で
も
近
づ
く

た
め
、
冬
休
み
に
地
域
の
障
が
い
者
支
援
施
設
で
、
職
員
の
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
て
も
大
切

な
２
つ
の
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

初
め
の
う
ち
私
は
、
緊
張
し
て
利
用
者
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
な
か
な

か
声
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
職
員
の
方
が
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
や
は
り
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、「
行
動
し

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
！
」
と
思
い
、
利
用
者
さ
ん
一
人
一
人
に
笑
顔

で
挨
拶
を
し
て
み
ま
し
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
良
い
お
天
気
で
す
ね
。
」 

す
る
と
利
用
者
さ
ん
が
、
手
を
握
っ
て
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
た
の
で
す
。 

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
、「
笑
顔
は
人

と
人
と
が
繋
が
り
、
分
か
り
合
う
た
め
の
大
切
な
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
」

と
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
が
笑
顔
で
な
い
の
に
、
他
の
人
を
笑
顔
に
出
来
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、

私
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
楽
器
や
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
伸
び

伸
び
と
明
る
く
「
今
」
を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
私
が
こ
れ
ま
で
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
た
毎
日
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
日
の
積
み
重
ね
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

私
が
思
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
た
だ
一
つ
、
私
自
身
が
笑
顔
で
い

る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
、
今
回
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
気
づ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
の
笑

顔
は
誰
に
と
っ
て
も
、
心
を
開
い
て

繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
終
え
、
私
の
夢
は
膨

ら
み
、
社
会
福
祉
士
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
し

た
。
私
の
夢
は
、
人
を
笑
顔
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
社
会
福
祉
士
に
な

る
こ
と
で
す
。 
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と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
汚
れ
て
い
た
所
を
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な

っ
た
の
を
見
る
と
が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
な
と
感
じ
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
た
ち
が
き
れ
い
に
し
た
こ
と
で
地
域
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
使
う

こ
と
が
で
き
笑
顔
も
生
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
の
笑
顔
で
私
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私
は
Ｖ
Ｓ
活
動
を
通
し
て
う
れ
し
さ
や
笑
顔

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
掃
除
を
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
こ
の
Ｖ
Ｓ
活
動
で
は
、
掃
除
を
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
も
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
湯
田
温
泉
駅
を
掃
除
し
ま
し

た
。
湯
田
温
泉
駅
は
湯
田
の
門
と
も
い
え
る
場
所
で
た
く
さ
ん
人
が
降
り
る

所
で
す
。
私
が
掃
除
し
て
い
る
と
き
も
た
く
さ
ん
帰
宅
す
る
人
が
降
り
て
き

て
い
ま
し
た
。
気
持
ち
よ
く
湯
田
に
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
い
っ
そ
う
努
力
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
降
り
て
き
た
一
人
一
人
に
挨
拶
す
る
こ
と
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
挨
拶
す
る
と
た
く
さ
ん
の
人
が
返
し
て
く
れ
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
や
挨
拶
は
、
私
た
ち
の
は
げ

み
と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。 

私
は
こ
の
Ｖ
Ｓ
活
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
気
づ
き
、
や
っ
た
後
の
感

動
と
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
湯
田
の
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て

い
こ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
が
普
段
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
発
見
し
、
自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
Ｖ
Ｓ
活
動
を
続
け
、
自
分
た
ち
で
湯
田
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
。 
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普
段
体
験
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な
い
こ
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児
島
県
立
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辺
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等
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校
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は
る
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私
は
、
今
月
、
川
辺
の
寿
光
園
と
い
う
老
人
保
健
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
き
ま
し
た
。 

最
初
、
一
年
生
と
二
年
生
と
違
う
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
活
動
内

容
は
、
施
設
に
週
二
回
、
通
わ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
と
、
話
を
す
る
こ
と
で

し
た
。 

私
は
最
初
、
な
に
を
話
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
戸
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
と
頭
の
中
に
、
将
来
の
こ
と
が
浮
か
び
ま
し
た
。
「
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
こ
ん
な
場
面
が
毎
日
だ
よ
な
。
積
極
的
に
話
さ
な
い
と
、
将
来
、

お
ど
お
ど
し
た
看
護
師
に
な
っ
て
し
ま
う
な
。
」
と
。 

そ
う
思
っ
た
私
は
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
と
り
は
じ
め
ま

し
た
。
や
は
り
、
第
一
声
目
は
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
、
徐
々
に
、
う
ち
と

け
る
こ
と
が
で
き
て
、
お
年
寄
り
の
方
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
色
塗
り
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
が

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
年
寄
り
の
方
の
気
持
ち
を
考
え

て
、
色
塗
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。 

「
自
分
で
で
き
る
か
ら
、
手
を
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
」
と
、
思
う
人
や
、

「
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
、
思
っ
て
い
る
お
年
寄
り
は
様
々
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
、
お
年
寄
り
の
気
持
ち
を
悪
く
さ
せ
な
い
か
。
そ
れ
は
、

や
っ
ぱ
り
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
勇
気
を
出
し
て

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
も
お
年
寄
り
も
、
い
い
気
持
ち
で
活
動
す
る
こ
と
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が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
高
校
の
校
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
の
中
に
川
辺
高
校
出
身
の
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
そ
の
方
々
も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
い
ま
し

か
で
き
な
い
体
験
な
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。 

 繋
ぐ
笑
顔 

横
浜
創
英
高
等
学
校
２
年 

鈴
木 

優
花 

私
の
夢
は
社
会
福
祉
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
夢
に
少
し
で
も
近
づ
く

た
め
、
冬
休
み
に
地
域
の
障
が
い
者
支
援
施
設
で
、
職
員
の
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
て
も
大
切

な
２
つ
の
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

初
め
の
う
ち
私
は
、
緊
張
し
て
利
用
者
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
な
か
な

か
声
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
職
員
の
方
が
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
や
は
り
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、「
行
動
し

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
！
」
と
思
い
、
利
用
者
さ
ん
一
人
一
人
に
笑
顔

で
挨
拶
を
し
て
み
ま
し
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
良
い
お
天
気
で
す
ね
。
」 

す
る
と
利
用
者
さ
ん
が
、
手
を
握
っ
て
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
た
の
で
す
。 

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
、「
笑
顔
は
人

と
人
と
が
繋
が
り
、
分
か
り
合
う
た
め
の
大
切
な
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
」

と
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
が
笑
顔
で
な
い
の
に
、
他
の
人
を
笑
顔
に
出
来
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、

私
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
楽
器
や
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
伸
び

伸
び
と
明
る
く
「
今
」
を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
私
が
こ
れ
ま
で
何

気
な
く
過
ご
し
て
い
た
毎
日
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
日
の
積
み
重
ね
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

私
が
思
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
た
だ
一
つ
、
私
自
身
が
笑
顔
で
い

る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
、
今
回
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
気
づ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
の
笑

顔
は
誰
に
と
っ
て
も
、
心
を
開
い
て

繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
終
え
、
私
の
夢
は
膨

ら
み
、
社
会
福
祉
士
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
し

た
。
私
の
夢
は
、
人
を
笑
顔
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
社
会
福
祉
士
に
な

る
こ
と
で
す
。 
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保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
成
長
し
た
こ
と 

東
京
都
立
稔
ヶ
丘
高
等
学
校
３
年 

上
久
保 

美
涼 

私
は
保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
一
歳
児
ク
ラ
ス
、
二
歳

児
ク
ラ
ス
、
三
～
五
歳
児
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し

た
。
一
歳
児
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ご
っ
こ
遊
び
、

水
遊
び
な
ど
を
し
、
着
替
え
の
補
助
や
寝
か
し
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。
三
～

五
歳
児
縦
割
り
ク
ラ
ス
は
、
室
内
で
は
折
り
紙
、
お
絵
描
き
、
積
み
木
や
こ

ま
ま
わ
し
な
ど
、
園
庭
で
は
お
に
ご
っ
こ
や
な
わ
と
び
、
砂
遊
び
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
お
昼
寝
中
に
は
教
室

の
掃
除
や
お
も
ち
ゃ
の
整
理
整
頓
を
行
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
、
保
育
士
の
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
常
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
一
歩
先
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
す
る
、
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
て
接
す
る
、
広
い
視
野
で
子
ど
も
た
ち

を
見
る
・
・
・
な
ど
、
保
育
士
の
す
ご
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
と
関
わ
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
「
子
ど
も
が
主
体
」
だ
と
学
び

ま
し
た
。
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
し
て
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
成
長
で
き
た
と
思
え
る
点
は
、
子
ど
も
の
目

線
で
見
て
感
じ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
実
践
で
き
ま
し
た
。
自
分

が
見
て
い
る
世
界
と
子
ど
も
が
見
て
い
る
世
界
は
異
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

目
線
の
高
さ
に
な
っ
て
見
る
と
、
様
々
な
危
険
が
視
野
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と

を
知
り
、
見
え
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
子
ど
も
に
は
見
え
て
い
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
大
人
が
危
険
を
教
え
て
あ
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
机
の
下
に
入
っ
た
子
ど
も

に
頭
を
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
け
が
を
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
お
金
で
は
買
え
な
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
得
た
も
の
は
、
経
験
と
知
識
、
そ
し
て
感
謝
の
笑
顔

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。A 

               

  

 

1 ○ 函館市立東山小学校 91 ○ 柏崎市立第二中学校
2 92 ○ 新潟県子ども会連絡協議会
3 93 ○ 長野県長野西高等学校（通信制）
4 弘前市岩木児童センター 94 岐阜市立青山中学校
5 盛岡市立月が丘小学校 95 多治見市立根本小学校
6 盛岡市立厨川中学校 96 多治見市立陶都中学校
7 仙台市立七北田小学校 97 ○ 関市立金竜小学校
8 鹿角市立花輪小学校 98 関市立小金田中学校
9 鹿角市立花輪北小学校 99 関市立旭ヶ丘小学校

10 鹿角市立平元小学校 100 関市立田原小学校
11 鹿角市立十和田小学校 101 関市立武芸小学校
12 鹿角市立末広小学校 102 関市立寺尾小学校
13 鹿角市立大湯小学校 103 関市立武儀東小学校
14 鹿角市立草木小学校 104 関市立武儀西小学校
15 鹿角市立尾去沢小学校 105 関市立富野中学校
16 鹿角市立八幡平小学校 106 関市立洞戸中学校
17 鹿角市立花輪第一中学校 107 関市立武儀中学校
18 鹿角市立花輪第二中学校 108 袋井市立袋井南中学校
19 鹿角市立十和田中学校 109 愛知県一宮市立葉栗中学校
20 鹿角市立尾去沢中学校 110 愛知県立杏和高等学校
21 鹿角市立八幡平中学校 111 ○ 松原市立松原第二中学校
22 山形県新庄市立新庄中学校 112 高知市立一宮小学校
23 113 高知県立高知東高等学校
24 山形県舟形町立舟形小学校 114 ○ 山口市立湯田中学校
25 山形県舟形町立舟形中学校 115 小郡市立味坂小学校
26 116 小郡市立小郡小学校
27 117 小郡市立御原小学校
28 118 小郡市立三国小学校
29 119 小郡市立大原小学校
30 120 小郡市立東野小学校
31 121 小郡市立のぞみが丘小学校
32 122 小郡市立宝城中学校
33 茨城県水戸市立河和田小学校 123 小郡市立大原中学校
34 阿見町立阿見小学校 124 小郡市立立石中学校
35 茨城県立霞ヶ浦聾学校 125 小郡市立小郡中学校
36 ○ 春日部市立豊春中学校 126 小郡市立三国中学校
37 越谷市立中央中学校 127 福岡県立三井高等学校（福祉教養コース）
38 白岡町立篠津中学校 128 踊る隣組
39 栄町立安食小学校 129 大牟田市立みなと小学校
40 栄町立布鎌小学校 130 大牟田市立駛馬南小学校
41 栄町立安食台小学校 131 大牟田市立駛馬北小学校
42 栄町立竜角寺台小学校 132 大牟田市立天の原小学校
43 栄町立栄中学校 133 大牟田市立大牟田小学校
44 134 大牟田市立大正小学校
45 港区立青山中学校 135 大牟田市立明治小学校
46 ○ 136 大牟田市立高取小学校
47 品川区立小中一貫校日野学園 137 大牟田市立三池小学校
48 品川区立小中一貫校荏原平塚学園 138 大牟田市立羽山台小学校
49 品川区立城南小学校 139 大牟田市立銀水小学校
50 品川区立荏原第五中学校 140 大牟田市立上内小学校
51 目黒区立中目黒小学校 141 大牟田市立吉野小学校
52 目黒区立第八中学校 142 大牟田市立倉永小学校
53 143 大牟田市立橘中学校
54 144 福岡県立ありあけ新世高等学校
55 145 伊万里市立南波多小学校
56 杉並区立松庵小学校 146 武雄市立北方小学校
57 豊島区立千早小学校 147 嬉野市五町田小学校
58 148 嬉野市立久間小学校
59 荒川区立汐入東小にこにこすくーる　ボランティアクラブ 149 嬉野市立塩田小学校
60 板橋区立中台小学校 150 嬉野市立嬉野小学校
61 板橋区立舟渡小学校 151 嬉野市立轟小学校
62 練馬区立旭丘小学校 152 嬉野市立大野原小学校
63 練馬区立光が丘第四中学校 153 嬉野市立吉田小学校
64 八王子市立宮上中学校 154 嬉野市立大草野小学校
65 昭島市立つつじヶ丘南小学校 155 嬉野市立塩田中学校
66 町田市立三輪小学校 156 嬉野市立嬉野中学校
67 小平市立小平第六小学校 157 嬉野市立大野原中学校
68 小平市立小平第七小学校 158 嬉野市立吉田中学校
69 小平市立小平第八小学校 159 神埼市立神埼小学校
70 小平市立小平第十四小学校 160 神埼市立西郷小学校
71 小平市立学園東小学校 161 神埼市立脊振小学校
72 小平市立花小金井南中学校 162 神埼市立千代田西部小学校
73 国分寺市立第七小学校 163 神埼市立千代田中部小学校
74 東大和市立第三中学校 164 神埼市立千代田東部小学校
75 武蔵村山市立第一中学校 165 神埼市立仁比山小学校
76 武蔵村山市立小中一貫校村山学園 166 神埼市立神埼中学校
77 東京都都立芝商業高等学校 167 神埼市立脊振中学校
78 東京都都立練馬高等学校 168 神埼市立千代田中学校
79 169 対馬市立仁田小学校
80 東京都立稔ヶ丘高等学校 170 玉名市立玉名小学校
81 171 南九州市立中福良小学校
82 172 鹿児島県立川辺高等学校
83 横浜市立新井中学校
84 横浜市立岡村小学校
85 横浜市立日限山小学校
86 ○ 茅ヶ崎市立松浪中学校
87 寒川町立寒川中学校
88
89
90

神奈川県立新羽高等学校
横浜創英中学校高等学校
NPO法人湘南ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ・きずな･学習支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑきずなﾚｯｼﾞ

東京都立東久留米総合高等学校（全日制１年生）（夜間部）

荒川区立尾久八幡中学校

神

埼

市

教

育

委

員

会

○

杉並区立杉並第一小学校

佐

賀

県

嬉

野

市

教

育

委

員

会

埼玉県

藤村女子中学・高等学校

※○：ふれあいボランティアパスポートフレンズ

教育委員会や学校が作成したオリジナルのふれあいボランティアパスポート

を使用して参加している教育委員会、団体や学校です。

※教育委員会

教育委員会として全小中学校に参加いただいています。

長崎県
熊本県

鹿児島県
朋優学院高等学校

神奈川県

栄町社会福

祉協議会

栄町教育委

員会

市原市立青葉台小学校

東京都

文京区立第八中学校

目黒区立目黒中央中学校
世田谷区立駒留中学校

福

岡

県

小

郡

市

青

少

年

育

成

 

 

 

市

民

会

議

青少年地域ボランティアサークル「ふなっ子」

福

島

県

棚

倉

町

教

育

委

員

会

棚倉町立近津小学校
棚倉町立社川小学校
棚倉町立高野小学校
棚倉町立棚倉小学校
棚倉町立山岡小学校
棚倉町立棚倉中学校

茨城県

千

葉

県

山

形

県

高知県
山形県立山辺高等学校
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ＮＰＯまち工房・元気！
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保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
成
長
し
た
こ
と 

東
京
都
立
稔
ヶ
丘
高
等
学
校
３
年 

上
久
保 

美
涼 

私
は
保
育
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
一
歳
児
ク
ラ
ス
、
二
歳

児
ク
ラ
ス
、
三
～
五
歳
児
縦
割
り
ク
ラ
ス
で
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し

た
。
一
歳
児
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ご
っ
こ
遊
び
、

水
遊
び
な
ど
を
し
、
着
替
え
の
補
助
や
寝
か
し
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。
三
～

五
歳
児
縦
割
り
ク
ラ
ス
は
、
室
内
で
は
折
り
紙
、
お
絵
描
き
、
積
み
木
や
こ

ま
ま
わ
し
な
ど
、
園
庭
で
は
お
に
ご
っ
こ
や
な
わ
と
び
、
砂
遊
び
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
お
昼
寝
中
に
は
教
室

の
掃
除
や
お
も
ち
ゃ
の
整
理
整
頓
を
行
い
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
、
保
育
士
の
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
常
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
一
歩
先
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
す
る
、
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
て
接
す
る
、
広
い
視
野
で
子
ど
も
た
ち

を
見
る
・
・
・
な
ど
、
保
育
士
の
す
ご
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
と
関
わ
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
「
子
ど
も
が
主
体
」
だ
と
学
び

ま
し
た
。
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
し
て
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
成
長
で
き
た
と
思
え
る
点
は
、
子
ど
も
の
目

線
で
見
て
感
じ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
実
践
で
き
ま
し
た
。
自
分

が
見
て
い
る
世
界
と
子
ど
も
が
見
て
い
る
世
界
は
異
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

目
線
の
高
さ
に
な
っ
て
見
る
と
、
様
々
な
危
険
が
視
野
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と

を
知
り
、
見
え
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
子
ど
も
に
は
見
え
て
い
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
大
人
が
危
険
を
教
え
て
あ
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
机
の
下
に
入
っ
た
子
ど
も

に
頭
を
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
け
が
を
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
お
金
で
は
買
え
な
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
私
が
得
た
も
の
は
、
経
験
と
知
識
、
そ
し
て
感
謝
の
笑
顔

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。A 

               

  

 

1 ○ 函館市立東山小学校 91 ○ 柏崎市立第二中学校
2 92 ○ 新潟県子ども会連絡協議会
3 93 ○ 長野県長野西高等学校（通信制）
4 弘前市岩木児童センター 94 岐阜市立青山中学校
5 盛岡市立月が丘小学校 95 多治見市立根本小学校
6 盛岡市立厨川中学校 96 多治見市立陶都中学校
7 仙台市立七北田小学校 97 ○ 関市立金竜小学校
8 鹿角市立花輪小学校 98 関市立小金田中学校
9 鹿角市立花輪北小学校 99 関市立旭ヶ丘小学校

10 鹿角市立平元小学校 100 関市立田原小学校
11 鹿角市立十和田小学校 101 関市立武芸小学校
12 鹿角市立末広小学校 102 関市立寺尾小学校
13 鹿角市立大湯小学校 103 関市立武儀東小学校
14 鹿角市立草木小学校 104 関市立武儀西小学校
15 鹿角市立尾去沢小学校 105 関市立富野中学校
16 鹿角市立八幡平小学校 106 関市立洞戸中学校
17 鹿角市立花輪第一中学校 107 関市立武儀中学校
18 鹿角市立花輪第二中学校 108 袋井市立袋井南中学校
19 鹿角市立十和田中学校 109 愛知県一宮市立葉栗中学校
20 鹿角市立尾去沢中学校 110 愛知県立杏和高等学校
21 鹿角市立八幡平中学校 111 ○ 松原市立松原第二中学校
22 山形県新庄市立新庄中学校 112 高知市立一宮小学校
23 113 高知県立高知東高等学校
24 山形県舟形町立舟形小学校 114 ○ 山口市立湯田中学校
25 山形県舟形町立舟形中学校 115 小郡市立味坂小学校
26 116 小郡市立小郡小学校
27 117 小郡市立御原小学校
28 118 小郡市立三国小学校
29 119 小郡市立大原小学校
30 120 小郡市立東野小学校
31 121 小郡市立のぞみが丘小学校
32 122 小郡市立宝城中学校
33 茨城県水戸市立河和田小学校 123 小郡市立大原中学校
34 阿見町立阿見小学校 124 小郡市立立石中学校
35 茨城県立霞ヶ浦聾学校 125 小郡市立小郡中学校
36 ○ 春日部市立豊春中学校 126 小郡市立三国中学校
37 越谷市立中央中学校 127 福岡県立三井高等学校（福祉教養コース）
38 白岡町立篠津中学校 128 踊る隣組
39 栄町立安食小学校 129 大牟田市立みなと小学校
40 栄町立布鎌小学校 130 大牟田市立駛馬南小学校
41 栄町立安食台小学校 131 大牟田市立駛馬北小学校
42 栄町立竜角寺台小学校 132 大牟田市立天の原小学校
43 栄町立栄中学校 133 大牟田市立大牟田小学校
44 134 大牟田市立大正小学校
45 港区立青山中学校 135 大牟田市立明治小学校
46 ○ 136 大牟田市立高取小学校
47 品川区立小中一貫校日野学園 137 大牟田市立三池小学校
48 品川区立小中一貫校荏原平塚学園 138 大牟田市立羽山台小学校
49 品川区立城南小学校 139 大牟田市立銀水小学校
50 品川区立荏原第五中学校 140 大牟田市立上内小学校
51 目黒区立中目黒小学校 141 大牟田市立吉野小学校
52 目黒区立第八中学校 142 大牟田市立倉永小学校
53 143 大牟田市立橘中学校
54 144 福岡県立ありあけ新世高等学校
55 145 伊万里市立南波多小学校
56 杉並区立松庵小学校 146 武雄市立北方小学校
57 豊島区立千早小学校 147 嬉野市五町田小学校
58 148 嬉野市立久間小学校
59 荒川区立汐入東小にこにこすくーる　ボランティアクラブ 149 嬉野市立塩田小学校
60 板橋区立中台小学校 150 嬉野市立嬉野小学校
61 板橋区立舟渡小学校 151 嬉野市立轟小学校
62 練馬区立旭丘小学校 152 嬉野市立大野原小学校
63 練馬区立光が丘第四中学校 153 嬉野市立吉田小学校
64 八王子市立宮上中学校 154 嬉野市立大草野小学校
65 昭島市立つつじヶ丘南小学校 155 嬉野市立塩田中学校
66 町田市立三輪小学校 156 嬉野市立嬉野中学校
67 小平市立小平第六小学校 157 嬉野市立大野原中学校
68 小平市立小平第七小学校 158 嬉野市立吉田中学校
69 小平市立小平第八小学校 159 神埼市立神埼小学校
70 小平市立小平第十四小学校 160 神埼市立西郷小学校
71 小平市立学園東小学校 161 神埼市立脊振小学校
72 小平市立花小金井南中学校 162 神埼市立千代田西部小学校
73 国分寺市立第七小学校 163 神埼市立千代田中部小学校
74 東大和市立第三中学校 164 神埼市立千代田東部小学校
75 武蔵村山市立第一中学校 165 神埼市立仁比山小学校
76 武蔵村山市立小中一貫校村山学園 166 神埼市立神埼中学校
77 東京都都立芝商業高等学校 167 神埼市立脊振中学校
78 東京都都立練馬高等学校 168 神埼市立千代田中学校
79 169 対馬市立仁田小学校
80 東京都立稔ヶ丘高等学校 170 玉名市立玉名小学校
81 171 南九州市立中福良小学校
82 172 鹿児島県立川辺高等学校
83 横浜市立新井中学校
84 横浜市立岡村小学校
85 横浜市立日限山小学校
86 ○ 茅ヶ崎市立松浪中学校
87 寒川町立寒川中学校
88
89
90

神奈川県立新羽高等学校
横浜創英中学校高等学校
NPO法人湘南ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ・きずな･学習支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑきずなﾚｯｼﾞ

東京都立東久留米総合高等学校（全日制１年生）（夜間部）

荒川区立尾久八幡中学校

神

埼

市

教

育

委

員

会

○

杉並区立杉並第一小学校

佐

賀

県

嬉

野

市

教

育

委

員

会

埼玉県

藤村女子中学・高等学校

※○：ふれあいボランティアパスポートフレンズ

教育委員会や学校が作成したオリジナルのふれあいボランティアパスポート

を使用して参加している教育委員会、団体や学校です。

※教育委員会

教育委員会として全小中学校に参加いただいています。

長崎県
熊本県

鹿児島県
朋優学院高等学校

神奈川県

栄町社会福

祉協議会

栄町教育委

員会

市原市立青葉台小学校

東京都

文京区立第八中学校

目黒区立目黒中央中学校
世田谷区立駒留中学校

福

岡

県

小

郡

市

青

少

年

育

成
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議

青少年地域ボランティアサークル「ふなっ子」
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県

棚

倉

町

教

育

委

員

会

棚倉町立近津小学校
棚倉町立社川小学校
棚倉町立高野小学校
棚倉町立棚倉小学校
棚倉町立山岡小学校
棚倉町立棚倉中学校
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